
 2023年度 シラバス 日本工学院専門学校

対象 １年次 開講期 　 区分 選択 種別 講義 時間数 15 単位 1

担当教員
実務
経験

有 職種

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

履修上の注意

　積極的に授業に参加してもらうため復習は必ず行うこと。授業中の私語や授業態度には厳しく対応する。授業時間数の４分の3以上出席しない者は
定期試験を受験することができない。

毎回レジュメ・資料を配布する

授業計画

挨拶と紹介　自己紹介と他人紹介、ご挨拶と雑談、基本的な文の構造の理解ができるようになる

質問と回答　簡単な質問の仕方と答え方が分かる

趣味や興味について話す　趣味や興味に関連する語彙　好きな活動について話す　単純な現在時制の使用

人物と場所の説明　外見や性格を表す形容詞　都市や国に関する語彙　単純な現在時制の使用

計画を立てる　活動や行事に関する語彙　企画と招待状の作成　単純な未来時制の使用

教科書教材

授業方法

　コミュニケーション能力を向上させるために、積極的な参加を促すような授業方法で行う。グループディスカッションやペアワークなど、アクティ
ブラーニングを導入し、毎回の授業で、リスニングやスピーキングの練習を取り入れている。また、ロールプレイやディスカッションなど、実際の場
面を想定した練習を行うとともに、ゲームや演習問題など、楽しく学べる授業形式となっている。

成績評価方法

試験・課題             50% 試験や課題を総合的に評価する
成果発表（口頭・実技） 40% スピーキング、ライティングの発表で評価する
平常点                 10% 積極的な授業参加度、授業態度によって評価する

担当教員紹介

米国現地法人、日系・外資系企業での実務経験（提案型営業・広報）と、日本人に必要な英語（小中学生の学校英語、高校・大学受験英語、民間英語
試験対策、ビジネス英語、日常英会話）の指導経験(10年）を持つ。

授業概要

　この科目は、英語を使ったコミュニケーション能力を向上させることを目的としている。授業は、スピーキング、リスニング、リーディング、ライ
ティングの4つのスキルをバランスよくカバーし、学習者が日常生活で必要とされる基本的な英語表現や文法、文化なども学ぶことができる。

到達目標

　この科目を修了することで、基本的な英語表現や文法、文化についての知識を獲得でき、英語での簡単な日常会話やコミュニケーションをスムーズ
に行うことができるようになる。また、リスニング、スピーキング、リーディング、ライティングの基本的なスキルを習得することができる。

2023年度　日本工学院専門学校

情報処理科　システム開発コース

コミュニケーション英語基礎

大森千枝 英会話講師
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第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

意見や好みを述べる　意見や好みに関する語彙　意見を述べ、好みを表明する　モーダルの使用 (should、could、would)

時事問題やニュースについて話し合う　時事やニュースに関連する語彙 最近のニュースや出来事について話し合う

最終プロジェクト　自分自身または選択したトピックについてプレゼンテーションを行う

食べ物と飲み物の注文　　食べ物や飲み物に関する語彙　レストランやカフェで注文する　命令の使用

ショッピング　買い物にまつわる語彙　　価格の問い合わせと提示　可算名詞と不可算名詞の使い方

家族と人間関係について話す　家族や人間関係に関する語彙　家族や親しい友人について話す　所有代名詞の使用

仕事やキャリアについて話す　仕事やキャリアに関する語彙　自分の職業と仕事の責任について話す　現在進行形の使用

未来について話す　将来の計画や目標に関する語彙　夢や希望を語る　未来進行形と未来完了形を使う

道案内　道案内に関する語彙　道を尋ねたり教えたりする　場所の前置詞の使用

2023年度　日本工学院専門学校

情報処理科　システム開発コース

コミュニケーション英語基礎

過去について話す　過去の出来事に関連する語彙　単純な過去時制の使用　過去の経験についての質問と回答


